
ランドバンク（小規模連鎖型区画再編事業）手法のシステム構築事業 （ＮＰＯ法人つるおかランド・バンク）

課題と目的 ■中心市街地には狭隘道路、狭小宅地等が多数存在し、空洞化が進んでいる。
■空き家、空き地、周辺の宅地および道路を一体として捉え不動産に付加価値を創設するランドバ
ンク事業に取り組んでいるが、取り組みが広がらない。

■ランドバンク事業の拡大・推進のため、事例を類型化しマニュアル化に取り組む。

取組内容 ①解決事例・課題事例の収集・類型化
②つるおかランドバンク事業ガイド
（マニュアル、開発基準）の作成

③ＩＣＴプログラムの開発
④公表用ＨＰ・解析システムの開発
⑤ランドバンクシステム化の検討

成果 ①つるおかランドバンク事業ガイドの作成
②ランドバンク事業導入判定ＩＣＴプログラムの作成

つるおかランドバンク事業ガイド

【特徴】

・土地の区画再編
に焦点をあてた事
業タイプを類型化

・空き家の相談を受
けてから事業実施
までの一連の流
れを判定フローを
用いて解説

・区画再編例の事
業タイプごとに可
視化

・政策的な課題、開
発基準・市道要件
基準を掲載

＜成果品＞ ランドバンク事業導入判定ＩＣＴプログラム

【特徴】
・物件データベースとカルテが連動し情報の収集と整理を支援

・ランドバンク事業の１次判定（市場性の判定）・２次判定（実施可能な
事業タイプの判定）の結果を表示し事業導入検証の判断をサポート


